
第５章 今後の整備と効果の見通し

5－1 今後の整備計画

竹富町において、農地防風林再整備優先地区の評価点数をもとに、今後の再整備事業に

ついて、優先度評価点数の高い順に、約20年間（平成44年度を目途）かけて長期的に整備

していく計画としている。

表－5.1に各地区の整備予定年度一覧表を示す。

なお、今後の整備計画については、県営規模の地区の年度当り事業費が4億円以下で執

行されることを想定している。

今後の整備について、『第２章 農地防風林再整備の必要性』にて評価した優先度を

もとに、防風林整備を実施していく計画である。



表－5.1　各地区の整備予定年度一覧表

島名 地区名

優先
度

（点）

受益
面積
(ha)

事業量
(m)

防風林
用地面積

（㎡)
事業費
（千円） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８ Ｈ３９ Ｈ４０ Ｈ４１ Ｈ４２ Ｈ４３ Ｈ４４ Ｈ４５ Ｈ４６ Ｈ４７ Ｈ４８ Ｈ４９ Ｈ５０ Ｈ５１ Ｈ５２ Ｈ５３ Ｈ５４ Ｈ５５ Ｈ５６ Ｈ５７ Ｈ５８

波照間地区 3.6 289.0 8,650 52,795 726,600
15,000 141,500 141,500 141,500 141,800 29,000 29,000 29,000 29,000 29,300 

波照間西地区 2.4 89.0 4,083 23,755 343,000
8,000 66,600 66,600 66,600 66,600 13,700 13,700 13,700 13,700 13,800 

庸原地区 1.2 64.3 3,033 18,325 254,800
6,000 49,400 49,400 49,400 49,600 10,200 10,200 10,200 10,200 10,200 

名石地区 2.4 24.3 2,233 9,010 187,600
4,000 36,500 36,500 36,500 36,600 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 

波照間東地区 2.4 159.0 8,433 7,590 708,400
15,000 137,900 137,900 137,900 138,000 28,300 28,300 28,300 28,300 28,500 

小浜島
大岳地区 4.8 97.0 1,450 6,240 121,800

3,000 23,600 23,600 23,600 23,600 4,800 4,800 4,800 4,800 5,200 

佐久田地区 4.8 75.0 4,883 18,520 410,200
9,000 79,800 79,800 79,800 79,800 16,400 16,400 16,400 16,400 16,400 

豊原地区 1.2 31.0 1,500 8,370 126,000
3,000 24,400 24,400 24,400 24,600 5,000 5,000 5,000 5,000 5,200 

上原地区 1.2 66.5 3,900 24,980 327,600
7,000 63,700 63,700 63,700 64,000 13,100 13,100 13,100 13,100 13,100 

大富地区 3.0 57.7 383 7,245 32,200
1,000 6,200 6,200 6,200 6,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,600 

中野地区 1.2 5.8 667 2,960 56,000
2,000 10,700 10,700 10,700 10,700 2,200 2,200 2,200 2,200 2,400 

古見地区 1.2 17.4 583 3,390 49,000
2,000 9,300 9,300 9,300 9,300 1,900 1,900 1,900 1,900 2,200 

由布地区 1.2 28.3 1,583 12,370 133,000
3,000 25,800 25,800 25,800 26,000 5,300 5,300 5,300 5,300 5,400 

1,004.3 41,381 3,476,200

9,000 79,800 94,800 221,300 229,300 228,500 276,300 292,400 335,800 290,000 301,300 192,100 123,400 123,800 59,100 51,800 23,300 13,100 13,100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 3,000 23,600 24,600 29,800 29,800 11,000 11,000 9,000 30,400 32,800 38,300 49,200 50,800 50,800 42,300 35,100 14,600 9,400 9,600 7,500 5,400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11.8% 15.3% 36.2% 37.1% 47.0% 52.4% 72.8% 80.1% 83.7% 93.2% 94.8% 96.2% 100.0%

0.0% 1.3% 3.0% 7.0% 11.2% 16.4% 22.2% 30.3% 39.2% 48.5% 57.5% 66.4% 73.0% 80.0% 85.9% 91.2% 94.2% 96.4% 98.2% 99.0% 99.6% 100.0%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 2.7% 7.8% 13.6% 20.3% 27.3% 36.0% 45.5% 55.3% 65.0% 73.7% 79.4% 84.8% 89.2% 93.3% 95.7% 97.3% 98.6% 99.2% 99.7% 100.0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【整備計画の基本的な考え方】

※事業期間は、整備内容から前半５ヶ年、後半５ヶ年の二期に分ける。期別の整備内容は下記のとおりとする。

・１期（前期）：防風柵・主木・境界壁・防草シートの整備

・２期（後期）：低木の植栽

※事業費は「みやらがわ第１地区～第４地区」の事業費平均単価（84千円／m）を基に算出。（用地取得費は含まない）

※事業費の期間別比率は、期間別の事業実績のある「みやらがわ第４地区」の一地区の事業費比率（１期：２期＝382,000千円：74,000千円＝8：2）より、１期：２期＝8：2とする。

※年度別事業費は、事業費から測量試験費を除き年数の均等割で配分（端数は期間最終年で調整）。

※測量試験費は「みやらがわ第１地区～第４地区」の測量試験費平均単価（1,727円／m）を基に算出。

※効果発現までの時間は「10ｍ程度の樹高を期待する場合15～20年要する」（指針より）とされているため、植生後15年目に効果がでてくるものとする。

※県営 団体営 で示す。(事業主体の区分は受益面積によるものではなく事業費15,000万円以上のものを県営、それ以下を団体営として区分し計画した。）

効果発生面積の割合

整備率（事業量ベース）

採択率（事業量ベース）

団体営地区
年度毎事業費（千円）

県営地区
年度毎事業費(千円）

合計

波照間島

西表島



5－2 防風林効果発現の推移

表－5.1の各地区の整備予定年度一覧に示したように、平成35年度には、全地区事業採

択される予定であり、整備率も事業採択に伴い順調に伸びていくことが予想される。

防風林は、一般に植栽した苗木の根が活着するまでに2～3年程度、効果を期待する恒久

樹の樹高が10ｍまで生長するには、15～20年程度要するとされている。

したがって、優先度が最も高い地区を整備した後、約15年が経過した平成37年度以降よ

り、植栽した樹木は徐々に防風林機能を発揮し、効果の発現が期待できると考える。

このような効果の発現を期待するためには、定期的な事業執行と十分な維持管理が望ま

れる。

表－5.2 5年ごとの採択率、整備率および効果発生面積割合の推移

農地防風林再整備後の効果に関して、定期的な事業執行と十分な維持管理により、

平成37年度以降には防風林機能を発揮し、農地に対して効果が発生することが期待で

きる。

H23 H28 H33 H38 H43 H48

現状値 中間値 目標値 （参考値） （参考値） （参考値）

採択率（事業量ベース） 11.8% 52.4% 94.8% 100.0% 100.0% 100.0%

整備率（事業量ベース） 0.0% 16.4% 57.5% 91.2% 99.6% 100.0%

効果発生面積割合 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 27.3% 73.7%


